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記者会見発言要旨（未定稿） 

 

 日 時: 2025 年 11 月 26 日（水） 15:00～ 

  

 出席者:  代表幹事代行 岩井 睦雄 筆頭副代表幹事 

   

冒頭、11 月 15 日に開催した第 3 回のとマルチセクター・ダイアローグの振り返りおよ

び 12 月 12 日開催予定の第 5 回マルチセクター・ダイアローグ、高市政権の総合経済対

策、新代表幹事選考に言及した後、記者の質問に答える形で、以下の発言があった。 

 

 

岩 井： 3点申し上げたい。1点目は、前回もご紹介した「第 3回のとマルチセクター・ダ

イアローグ」について、11月 15日に石川県輪島市で開催し、約 190名が参加した。ここに

いらっしゃる方々の所属メディアを含めて 8 社の支局から取材いただいた。感謝申し上げ

る。能登地域の復興に向けて、現地の行政や企業、団体、本会の会員、会員所属企業（関

係者）、アーティストなど多様な方々が集まり、連携プロジェクトを議論した。これまでの

第 2 回までにプロジェクトが立ち上がっているものについては、成果の共有や今後の展開

に関する対話を行った。具体的な成果としては、住居不足の中で新規事業に取り組みたい

方の住居等の利用を目的とした、コンテナを活用した復興拠点を運営するために、本会の

会員所属企業 8 社から企業版ふるさと納税を集め、約 1 億円の寄附が集まった。また、共

助資本主義の実現委員会内で、米国やドイツに存在する実践的な防災訓練を行うためのレ

スキューシティを能登に設置するための準備の分科会を立ち上げ、現地視察を行う予定で

ある。3回目にして具体的な成果が出てきたと感じている。またこのイベントを継続してい

くために、コンセプトワード「I DO NOTO and you？」という「私はのとに対してこんなコ

ミットをしている。あなたはどうですか？」という意味を込めた言葉を発表した。（これを

元に）参加者一人一人が能登の復興に主体的に取り組む思いを共有したのも今回の成果で

ある。次回は、2026年 5月 23日に能登で開催する予定である。また、共助資本主義の実現

委員会では、本件とは別に東京で「第 5 回マルチセクター・ダイアローグ」を 12 月 12 日

に開催する予定である。2023 年より、インパクトスタートアップ協会や新公益連盟と連携

協定を結び、企業とインパクトスタートアップや NPO が一緒になって社会課題を解決する

取り組みを行っている。このイベントは半年に 1回開催しており、3団体から 300名ほどの

多くの方の参加を予定している。今回は、基調パネルディスカッションの他に「子ども・

若者」、「防災・復興・地方創生」、「トライセクター人材育成」、「インパクト創出と資金循

環」の 4 つのテーマについて分科会形式で議論をした後、全体共有を行う。これらを通じ

て、社会課題の解決に向けたセクター間の連携を加速していきたいと考えている。本イベ

ントは（メディア）オープンで開催しているため、興味のある方はご参加いただきたい。 

 

岩 井： 2 点目は、（先日閣議決定された）総合経済対策について、日本が現在抱えている
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重要な課題に取り組む内容となっていることを評価している。一方で、強い経済の実現を

目指すため一緒に取り組んでまいりたいと思うが、今回の政府が取り組む施策だけでなく、

やはり民間が自由に活動できる規制緩和や規制改革は非常に重要であると思っている。ま

た企業の投資環境の整備や、労働面での柔軟な雇用の在り方を推進することで、民間が主

導となって日本の経済成長を支えることを期待している。また、物価高対策についても、

減税分に対する安定財源の確保をどう進めるかの議論を深めていただくことが必要である。

現在のマーケットの特に長期金利等のシグナルに注視しつつ、ワイズスペンディング、つ

まりエビデンスに基づいた政策をしっかりと行い、「責任ある積極財政」の中の「責任ある」

というところにふさわしい運営をしていただくことを強く期待している。 

 

岩 井： 3 点目は、新代表幹事選考の進捗についてである。前回お伝えした通り、11 月 7

日付で役員等候補者選考委員会を設置した。この委員会は、代表幹事の選考だけでなく、

改選期にある副代表幹事や 1,700 人のうち約 300 人強の幹事の選考も進める。設置以降、

本日までに 4 回開催し、どのような人物がふさわしいかという資質要件や資格要件の確認、

次の 4 年間を展望した際の資質要件などをしっかりと議論した上で、ロングリストから絞

り込みを進めている状況である。引き続き選考を進め、内定が決まり次第、速やかに皆様

に発表させていただく。 

 

Q：新代表幹事の選考プロセスに関し、現在、岩井代表幹事代行ご自身や事務局の方を

最も悩ませている点は（何であるのか）。（すなわち）、資格要件を満たす候補者を提示

したものの、その人物像を巡る意見集約が難航している段階にあるのか。あるいは、

もう一歩進んで候補者が（ある程度）絞られたうえで、その説得に苦労している段階

にあるのか。もしくは、さらに進んで（候補者）本人の受諾の意向が一定程度見えて

きており、所属企業の意向や支援体制にまで目配りすべき段階に移行しているのか。

（現時点で）最も苦労されている点について、胸の内を少しお聞かせいただきたい。 

岩 井： 資格要件はかなり外形的な部分であるため、問題ないと考えている。しかし、資

質要件、（すなわち）新代表に期待する資質については、かなり時間をかけて議論した。こ

れが（明確で）ないと、（選考）委員同士が特定の個人を頭に浮かべて「この人が良い・悪

い」という議論に陥りかねないため、これからの 4 年間（代表幹事の職）を託す人物像に

ついて議論することにかなりの時間を割いている。現在はロングリストから絞り込む段階

に入っているが、全ての要件が満点の人物はいないため、選考委員の間でどの要件をより

重視するかという（点を巡って）議論をしている。困っているというよりは、委員各位が

率直に、今の経済同友会の危機的状況をいかに乗り越えるかを（念頭に置いて）議論して

いるため、議論が活発である分だけ時間を要している（という状況であり）、いよいよ絞り

込んでいく段階に入っていると捉えていただきたい。 

 

Q：今の話を受けると、新代表幹事に期待することという点においては、選考委員の中

で共通認識のようなものはまとまりつつある段階ということか。 

岩 井： その通り。そこはかなりの議論もして、選考委員各位に同意をいただいていると
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いう段階になっている。 

 

Q：次のステップとしては候補者に対して、アプローチしていく段階ということか。 

岩 井： 基本的には優先順位の高い候補者から打診を進めていき、その際、先ほど指摘の

あった所属企業からのバックアップも当然必要となるため、そうした点の確認へと進んで

いくことになると考えている。 

 

Q：（新代表幹事選考の）スケジュールについて、年内を目指せたら良いというところだ

と思うが、内定と総会の 2 点が 1 つの節目だと思う。これらのスケジュール感につい

て改めてご説明いただきたい。 

岩 井： 前回の会見でも申し上げたが、総会を開くには幹事会で（新代表幹事候補者の）

内定を諮ってから（総会開催まで）3 週間の期間が必要である。そのため、（総会の開催が）

年を越えてしまうかもしれないが、年内に本人の同意も含め（候補者の）内定を行い、皆

様方に発表したいというの（方針）は変わっていない。その上で、新年の賀詞交歓会では、

なるべく新しい方のお顔をお披露目することができるようにしたいと考えている。他の団

体の方々にも（新代表幹事の内定者が出席することについて）確認する必要があると思っ

ているが、顔を出せるようにすることを念頭に置いて進めていきたい。 

 

Q：先だって高市政権に経済三団体で（要望書を）手交されたときに、責任ある積極財

政の「責任ある」という点を岩井代表幹事代行が強調されていた。改めてどういう印

象だったかという点と、その「責任ある」（を強調される）ときに、岩井代表幹事代行

や経済同友会として、特に注視していく指標があれば教えていただきたい。 

岩 井： やはり今の財政状況を考慮すると、かなり制約条件が存在すると考えている。そ

れは、特定の基準で決まるというよりも、（最終的には）市場が判断する部分（が大きい）。

特に国債の借り換えが進む局面において、それがどの程度、海外を含めて消化されるのか

（が重要）であると認識している。したがって、その点を十分に注視しつつ、前にも申し

上げたように、投資という意味で支出を行い、刺激を与えて経済をよくすること自体に反

対するものではないが、それが本当に効果を生む施策なのか、あるいは（単なる）ばらま

きになっているのかについて、しっかりと議論していただきたいと考えている。一方で、

既存予算の中にも無理・無駄が相当程度存在すると考えられるため、そうした部分を見直

し、市場から悪い評価を受けることのないように、という点を注視すべきである。財務大

臣もまさにプロ中のプロの方が就かれているので、そうした点について適切な対応を求め

た。また、高市首相からも、その方向性について確実に取り組んでいく旨の返答をいただ

いたものと認識している。 

 

Q：（高市首相とは）短いやり取りだったが、それなりの手応えはあったという理解でい

いか。 

岩 井： その通り。 
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Q：国会での議論なども拝聴している中で、若干気になる点が、国の財政そのものの指

標と、市場がどのように評価しているかという指標が混同されやすいことである。具

体的には、債務残高対 GDP は国の財政（の健全性）を示す指標であり、国民負担率も

対 GDP において 6 割前後で推移しており、これも国の財政の状況を示すものである。

一方で、長期金利や為替、CDSなどは、投資家が（国の状況を）どう判断しているかを

示す指標である。この 2 つは分けて考えるべきであり、あまり混同しない方が望まし

いと考えている。岩井代表幹事代行が今おっしゃった内容は、どちらかというと市場

がどのように見ているかという側面に関するものではないか。 

岩 井： 市場がどのように見ているかという点については、債務残高の状況を当然考慮す

る必要がある。また、経済対策が本当に将来の成長に資するものであるのか、それとも単

なるばらまきに過ぎないのかという点も、市場は注視していると考えられる。私は、この2

つは連動していると認識している。確かに議論の対象を分けることは重要であるが、これ

らの指標に市場が反応してくるため、一定の説明責任を果たすことが欠けている場合、現

下の日本のマクロの財政状況からすると非常に危険であると考えている。 

 

Q：例えば昨今の動向を見ていると、減税や規制緩和について財界から要望が出て、（政

府はそれを）よく聞き入れているように見える。（しかし）その減税や設備投資減税、

研究開発（税制）を受け入れてもらった場合、民間はそれを活用して何に投資してい

くのかが問われると思う。その点についての意気込みやお考えはあるか。 

岩 井： 今回議論されている（設備）投資に対する一括償却などは、まさに国内の投資を

呼び込むという観点から意義があると考えている。また、民間もこれを適切に活用する必

要がある。一方、研究開発（税制）については、（ガソリン税暫定税率廃止の代替財源とし

て）従来の（制度が）なくなる議論も若干あり、基本的には国の政策に従い、民間はそれ

に沿って行動すべきと考えている。また投資は減税の有無だけで決まるものではなく、自

らのビジネスチャンスが存在する分野に対して行うべきだと思っている。したがって、そ

の呼び水となる環境整備を国が行うことは意義深いが、それだけで自動的に（民間）投資

が行われるわけではない。最終的には企業側の責任、すなわち各経営者のアニマルスピリ

ッツが重要であると考えている。 

 

Q：来年 3月 25日（開催の JT株主総会）以降、岩井代表幹事代行は、どのような活動を

される予定か。 

岩 井： （代表幹事代行としての）本会見で申し上げることではないと思うが、基本的に

現在就いているいくつかの社外取締役（を継続して務める）といったところであるが、（い

ずれにせよ）JT（の経営から）は完全に離れる形になろうかと思う。 

 

Q：（筆頭副代表幹事の）任期は、（来春で）1 期（満了）となるが、（その後はどのよう

になるのか）。 

岩 井： 私は変則的に、副代表幹事に就任後、筆頭副代表幹事となったため、来春で丸 3

年となる。筆頭副代表幹事（の任期）としては、1つの区切りではあると思っている。 
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Q：柏崎刈羽原子力発電所の再稼働については、地元の判断に敬意を表したいとコメン

トを発出されていた。また、地元へ裨益する取組の検討と述べていたと思う。地元で

も再稼働容認姿勢が出てきている中で、改めてどのような意気込みで取り組んでいく

のかを伺いたい。 

岩 井： 私も本年 3 月（22 日）に柏崎刈羽原子力発電所を視察させていただき、様々な話

も伺った。今回の知事の判断を非常に評価している。視察時に新浪前代表幹事が、「東京が

消費地であり、電力をつくる生産地にメリットがないということ自体が問題である。その

部分において、何か地元に還元できることがないか、考えていきたい。」という趣旨を申し

上げた。今後、産業が興る際に新潟に（誘致するなど）チャンスがあるといったこと等、

いろいろと話し合いをしていけるのではないかと思っている。 

 

Q：（新代表幹事に求める）資質要件については、国際的時流、今の時流に沿った方が良

いという話があったと思う。これまで 4 回開催された（役員等候補選考委員会）中で、

一致している新たに加わるもの（資質要件）などがあれば伺いたい。 

岩 井： いわゆるインテグリティといったものがベースになるという議論や、今の状況を

打破していく刷新性、ビジョンを持っている方などの意見が挙がった。それら全てが、

must haveではなく、better to haveという部分もある。幅広く要件を整理した上で、その

後具体的な人に当てはめていく。全て満点の人はいないのであれば、どの点をより重視し

ていくのかという点が、目下議論になっている。 

 

Q：ロングリストからの絞り込みという話があったが、現時点で何名くらいに絞られて

いるのか。一桁なのか、片手で数えられる程度なのか。 

岩 井： 片手（で数えられる人数）程度である。 

 

Q：発足一か月の高市政権への評価や印象について、伺いたい。 

岩 井： 立ち上がりから、アジェンダを持って非常に（様々なことを）やられており、ス

ピード感がある。経済対策においても、今本当に課題になっていることを挙げていただい

ていると思う。これを具体化する際、政府が全て主導権を持って実行するのは無理だと思

っている。どのように環境整備をするか、政府が金を使わず規制緩和で動かすなど、やり

方や施策の組み合わせなど、how to のところをしっかり注視していきたい。外交において

も、スタートダッシュを切った。今、日中の問題もあるが、これはまだ評価のしようがな

い（段階である）と思っている。 

 

Q：新代表幹事の資格要件において、経営にタッチしているというのは具体的に会長お

よび社長ということで、変わりはないか。 

岩 井： 原則としてそのようになるが、絶対にそうでないとならないかと言うと、若干議

論の余地がある。必ず会長および社長でなければならないということではなく、まさに原

則である。もし、そういう（会長や社長の）方がいるのにも関わらず、そうではない人を
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選ぶということであれば、相応の説明責任が生じ、（原則の）それを超えて推薦をすること

になると思う。（なお、）私自身は選ばれる側ではなく選考委員として選ぶ側であると認識

している。 

 

Q：新浪前代表幹事の処分を議論した際、透明性の高い議論があったということだが、

そのときの議事録ないし報告書の開示という問題について現在どのようになっている

か、伺いたい。 

岩 井： （9月 30 日の）記者会見の際に述べさせていただいたため、それ（議事録や報告

書）を文書化して公開するということは考えていない。今回まさにどのような方をどのよ

うな基準で選んだかというプロセスや、選ぶ際の議論は説明をしたいが、あの件（会員倫

理審査会や理事会での議論）については当時の記者会見で説明したという認識である。 

 

Q：色々な方面から「透明性のある議論」を掲げたので、（議事録や報告書を）出すべき

ではないかという話をよく聞くが、会見（の内容）で以上ということか。 

岩 井： そのように認識しており、それ以上に何か欠けている部分があればそのような

（説明をする）こともあるが、私自身はそのように（欠けていることはないと）考えてい

る。むしろ今度の新しい（代表幹事を決める際の）選考基準については、どのようなプロ

セス（を経て）やどのような議論を行った上で推薦に至ったのかを説明したい。 

 

Q：日中関係について、官邸でのぶら下がりでも話していただいたが、その後、インバ

ウンドへの影響や経済交流でキャンセルも出てきている。もし具体的事例があれば教

えていただきたい。また政府に求めることや受け止め等があれば伺いたい。 

岩 井： 対立が続いていることから、政府も様々なレベルで対話を繋げていくのだと思う

が、経済界としては、中国は経済的（な観点において）に、輸出入（額）が（全体の）お

よそ 2 割（を占めている）ので、早く平穏化することを望んでいる。一方で、日中関係は

以前からときにこのような事態になることがある、ということを予想しなければいけない。

グローバル経済で人、物、金が自由に動くという時代ではなくなり、国家間の様々な利害

で、このような事態が生じうることは想定しなければならない。そのような事態が発生し

た際に、どのような対応を取るべきかを企業はそれぞれのバリューチェーンなどをチェッ

クし、対策を練るべきだろう。いずれにしても、今が良い状態だとは思っていないので、

早く沈静化するように、政府も対話を続けていただきたいと思っている。また民間レベル

においても、様々なルートを使って、中国との関係や米国との関係について国際委員会

（中国委員会や米州委員会）で、これからも交流を続けたい。 

 

Q：直近で何か予定はあるのか。 

岩 井： 現時点だと、中国との交流（中国委員会の出張）はもう（予定が）終了しており、

米国委員会でのミッションは 2月頃に予定をしている。 

 

Q：新浪前代表幹事は現在、どのような状況なのか、岩井代表幹事代行の分かる範囲で
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もいいので伺いたい。 

岩 井： あれ以来、お互い連絡をとってはいない。他の方から（新浪前代表幹事と）会っ

たという話を聞くことはあるので、そのような意味では、お元気に過ごしているというこ

としか把握していない。 

 

以 上 

（文責: 経済同友会 事務局） 


